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貨吻自動車の輸邊能力

尾 牧 トレーラートラ＝tクKTB61型　霞雲　7，200kg，

最大穫載呈　10．000kg（金鋼製作所製車）
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貨物自勘車の膿力を，その檀毅量，走行璃
度，および能率につL；t考えてみる二とにす．る．

　　　　　　　　L　最大稗職量

　貨物自動車ドはそれぞれの車に懸じて最大積載量が定

められており．街路を走つている車の後部に「最大積載

量4班」などと書いてあるのは多くの方が御承知のこと

と思う．現在日本で製作されている貨物自動車の最大積

載量は第1表に示すよ5にオート三輪車，ダットサンの

500　kgから，日野，池貝等のトレーラートラックの10t
サ

にまでおよんでいる．

第1表　最大積載量

である・すなわちアス・ア・レト職娘好縫路なら，

この最大積樋・。五割堰ぐらいの過荷重を積んでも何

等支障がないのが普通である・このときにi．…）と櫨鮎

になるのは普通はタイヤである，最大租漿のときのタ

イヤの耀はタイヤメーかの定めてし．．る灘荷重に封

してすでに30％ぐらいの過荷重になつている場合が多

い．この最大積載量と車の自重との観係は第1圖に示す

よ5に前者が自重の1～1・4倍ぐらいになつている．　こ

の比はなるべく大きい方があらゆる黙におい（有利であ

るが，これは颯度，とくに耐久力に大ぎ．よ腿係があり，

材料の研究および構造の合理化によつて，良重を輕減す
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る努力が常に彿われてい

る．

2．是行遠度

認1翻1：lll：副1：霧 　　　1
4．8501

7，　OOO　i

　　　I

5，24・3，8，・13，謝、

　　　I　　　　I
6・°°° P5・°°° P‘脚1

2，520

・・列ふそ引ト’．；オ霧

BMIT－21べ・ト
トン

ヅ
ダサ

ダイハツ

　　　　4，000

マツグ．くろがね
　　　1

　　　　　　

・1濃1御 2，860　　　1，150

　　　i
4，000． P1，DOO
　　　．1

，8。17、。

　　　
7501　500
　　iI

30

O0

6PO

62・ P・3・

500i　　500

t

　しかし，この最

大積載量は，これ

以上積んではなら

ぬとい5意昧では

なく，普通の意昧

の導路なら，かな

り恵い道でもこの

積載量までは積ん

で，自由に走つて

・もさしつカtrえない

こと力曝置されて

いる・ζとを示rナ鐘
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第　1　園

響

嚇、アL蓮の積載量は：塁の

車で1回に運び得る量で

あるが，轍邊能力はこれ

だけで定まるものではな

く速慶も｝電｝こ入身Lね億！

ならぬことはい橡蝿

ない・すなわち，演V量

二罐欝騙灘
載量1亡の車が・2簾し億るとす揺ま，この場．h・・こ蝋

者の轍逡能九よ同一であると考えてよかろう．このよう

な場合には醜．能力はその積th量　G．　k9二喜琵｝・km／hr

の積Gρ・γkg・km／hrでポらわすことがてきる．そこで

Cρには最大積載量G．o・を用い，レにはその朕態で出し

得撮高ts「e’　V・・xを用いてC・・’…。の値鰯幽

動車について計算してみると第2表のようにうになる．

　これは常に最高速度で走るとレた場合の轍邊能力であ

るが・實際にはわが國でtまこのようなことができるはず噛

がなく・繊1壇際に．麟を走鵬る紫用Ptを用いなけ’

れば眞のma能力をあらわすものとは、・えないわけであ

る．そこで日本の貨物自動車は，糞際にどのくらいの遮

”
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第　　2　　衷　　　　Gガ。Vmax×10肺4　kg。km／hr
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　　　度で路を走つているかというと，自動車技術會の運行試

　　　験の結果によれば車種により，また，同じ車でも道路の

　　　幅路面状況によつてそれぞれ異り，輻の廣い良好な路

　　　颪では大きい車の方が速く，幡の挾いとヒろでは小型車

　　ピの方が速く漁れる結果になつており，〆大髄現崔の道路状

　　　況では準均して小塑の方が李均逮度は早くなつている．

　　　すなわち小型は約釦㎞／hr普通車＊で25　kml　hr，大型

　　　車で20km／hr程度の挙均速度＊＊である．いずれにして

　　　も最高速慶としては70～8◎km／hrの能力を持つている

　．　車が，せいぜい40　km／hr程度までの速度でしか1走り得

・Lが・紺であるから，獄で騨の醗効も大し韻わ

　　　ず，かつ危陰の≧もなわない範園で積載量を塘す方が蜜

　　　際の輸逡能力が堰すζとになり，しかも速度の犠牲もほ

　　　とんどなくですむわけである．　　　　　　　一

　　’　しみし道路の1幅が廣くて路面が良好で常に最高速魔で

　　　走り得る場合には，積載量を塘すと輸邊速度を減ずる結

　　　果になり，、高度の機動盤iを特畏とする自動車輸邊として

　　　は爵ましくない・とれがFo鵡G・M・C等のトラック

　　　を罠本では4t積として用いているのに米國では、3～2・5t

　　　積として用いている理由である．米國では幹線道路では

　　　100～埼9k弊／hrのほとんどぐの最高遽度に．Utい高速で

　　　遇とのことであ私このような道路事惰と・ガソリソ

　　　の便格が低いことによつて，もつぽら高速度で走つて輸

　　　譲能力を璽そうとする傾向にあil，そのために自動車蟄

　　㌔動磯の出力をさらに壌大することが要求されるのである・

　　　が，わが國においてはこれと反饗に，上遽の道路駄況力

　　　ら速度が30～4瞭m／hr以下に嗣限されるたあ，ガソリ

　　　γまVcは・ジーゼ夙では爵力にまだ絵裕があ切積載量

　　　を増すことによつで，轍詮能力を壇そうとする傾向にあ

　　　ゐ∴このためまさにタイヤの能力の極限に近いところま

　　　で積載量を増している現状である．

　　　　さて自動車が最高速度で走つているときには，その款
　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　re　　　冷．　態で鐡のだレ得る最大出力が毫行抵抗に鍬する所，

　　　要馬力にちようど等しぐなつてUる．この駈要需力は，

忌∴自動車の緯重量σと鹸と渇ま耽例するreうが蟻
；1，抗馬力」と，前爾積ムと速慶の三i爽に．比働する「室氣

　　　抵抗馬力」とよbなると考えるのが普遽である．すなわ
’無

　　　’9・＊普遽車と｝S，“ツサン，ト聲タ，いす少等の4～5t穫の軍・igい

　　　9　　　う．　　覧　　　　　　　　　　，　・

　　　　儲＊　欝動革で道踏亀i琶つている場合他の車とすれちがつたり蓬蹟が曲つ

　h・　tg　IP・ま減纈々曜紳が鞠描に瀞舗磯ら紺れ鵬ら
　　　　な、・のが普1議で，網欝の距離を走轟場脅に腺蓬農討を　35－v40km／hど

　　　　X合わkで澄つit　oもリ酋♪挙均鐘度は30km／hr程度にな轟場舎が

　　　　霧い・　　　　　．　　　　　　　，　　．　　、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　t　　　　　‘
　　ぎ
　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　t

㌶∵ニー，一濁濫ジ∴読繭∵．．ジ

ち一般に速度γで走るどきの所翼馬力Lは　・
　　L　1’．義．75（μノ・G・v＋PtlAV3）正P：一…　…（1）　　　　一

　ただし　Tt＝傳導敷牽．　Ptr　＝ころがわ抵抗係教・

　　　　　G＝車の総重量kg，γ＝速度km／hち

　　　　　μ’＝室氣抵抗係敷，A＝前面k積1n3

ト　ur　Pt，ニツサγ等の普通の4t積の貨物自動車では，

最大積載量のときの総重量1＊　ts　Go　＝6，500　kgぐらいで．

前画々積はA＝＝4．6㎡～程度である．また普通の鋪装道路

ではμ7≒0・012としてよく，室氣抵抗係数μ’は積荷の．

形，風向によつても攣るが．貨物自動車では平均して．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
Ptl＝・O．005ぐらいに≧ることが多いから，簿導敷牽ηF
O
・9として（1）式にと，れらの値を入れると

　　L＝032γ十（〉．95x10　－4y3正P．・．・．．㈲．・．．・．．・．…　．。・．（2）

となる・上式でわかるように，低速では第1項に饗して　づ

第2項はきわあで小さく省略し得るが，高速では第堪寳

の方が大ぎくなる・この關係は第2圖に示す通りである．

・また車輪の直裡と，歯車．比がわかれば各速度にi野懸ず

る護動機の回韓敷は定まるから（第2圖謬照），護動機の

回轄数とそれに封懸した正昧最大出力との關係糠わかつ

ていれば，第2圖ビ走行速度と，そのときに幽し徳捲正i來

叢大出力との關係を寵入することができる．これと所要

馬力の曲線との交りAが最高速度に凱盤する黙である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砥
声，

ソ

　　　　第轟2圓　　〆廊脇

　，今積載量を壌しk場合は総董量だ堰してころがむ抵抗　L

馬力は壌すガミ，鍵氣抵抗馬力はほとんど攣化しないと港　〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　’
えてよい．すなわち第2圖の場含最大積載量の5◎％φ　3
硬過荷重を積むとすると総重量は庇堰して（た亀5◎6晦＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　K
．となり（2）式の築1項は0・42γ取とな’7－1このときの抵抗

馬力は類鍛線のよ5になる・たとえ1卿k・・趣焦∵
矩る場含鱗裕馬力は糞分勢るが最高速度は80k剛L糠書ひ簡

76k鴫に移ζのよ灘鞠に参いて噸雛輝曝1

．認1☆∴誌撫識
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第3表’（；P・・a・．kg・kmlt畑一3
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，大 型 車 普 通 車 小 型

　　　（
㌦．　最大籏載量k9
　　嬢麺kg・k瓢〃×110・－3
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　　　しても最高速の低下は比較酌少いが，少しでも勾配があ

　　　るとこの差iはかなりいち，じるしくなる・た’とえば1／100

　　，の勾配を登るときの最高遽は最大穫載量のときには，約
，．商㎞加なのヵ靭％過礪遍は60　kth／h，．　｝。低下する．

〆3。輪逡の効掌

骸1熱軸欄騨撫灘臨工暴堀自瞬t9大い弩・と燃料線急

臨轟∴∴議∴∴、

　　　・　±utのGp。7ヒ9・k血／hrρ値は肇位時間當りの轍邊能
　　　　　ヘ
　　　カをあらわすものであるが，家に購｝11當りの輸邊能

泳　　力をあらわす事のとして自動車の燃料浩費牽4　km／1，す

　　　なわち1切鵬で走り得る鱗…と議大積纐砺芝

　　　の積GJoa　kg・kTn／lも重翼な数値である．これをかりに

　　・。楡邊敷牽とよぶことにする．この値を種々の自動車につ

　　　い七計算してみるとce　3　eeのようになり，大型車程こあ

　　　繊ま大となつている．・・そこで常に最大積載量で使用する
’”@　場合には大型車程敷牽がよいことになる．しかし最大積

　　　載量より歩い荷物，たとえばltの荷物を蓮搬ナる場合゜

　　　響こはGρ＝1であるからGp・a＝aとなり1t積んだ場

　　　婁懲轟籍繍鰹讐審墾二言鹸
弛囎がその大きさによつて剛・憂るかを艦に考

　　　えて樋こと耐る・今麹鰍に全く孝醐形をした自

　　　騨を考えると，一定の速度γ㎞／hrで走る場合には
　　　その燃糧潰費牽㎞／’と車あ総重量との間には次の關係

　　　がある＊（1）一’　　　　　　”

　　　　・・　　　　　　　ko
　　　　　a：：－L
　　　　　　　σ＋々1β＋k2　GS

　　　ただし　ko・々1，砺はその車の型式，考える速度によ
　　　　　　　　　　Jjノ　　　　　　　リて定まる定i敷．　　　　　　　　　　　　　・

　　また相似形の車では最大積載量σρは，そのときの総重
”g@量σに比例するから，この比例常藪をkとすると

　　　　　　　　　k．’k。．Gg
　　　　a・σ≠o＝・
　　　　　　　　δ9＋ki　Ge＋k2　　　　蛎

　　すなわち最大積載量のときの能敷牽a・Gpoは総重量

　　G，すなわち車の大さが壇すと増加するが，C→。Oの極

　　限ではa’　GPo－－ko　・kの一定値をとり．またG－Oで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　d・βPe…Oとなる，すなわちσの小さいときは，大きさ

　　砂曖わると騨・ρ・・はかなり鍵わる力詔漱き，

奮1轟簾騨晒郷値に近マ鱒
寧　　k

諒た搬に縫跡Gk・譲動機ρシリソ熔榔：　“
嘱激γ㎞／h｝嘆る場合嬢膿の腋疎幽
力rbS　L　HPで其の状態における墾動機の瞳擦損失罵力が．

Lfであるとレかつこのときの鐡機回韓勲ミ齢・

であるよ5な歯車比および車翰直径を有する自動車の嫌

費をa　km／1とすると・噂｛L＋Lf＋砺・／900｝、にほぼ

遡捌すると考えてよL9＊（2）かち，今この車で駄麟

量で鋪装道路をγkm／hrの速度で走るときの所要出力

　をLo，燃費をao≧レ，積載量を塘したり，あるいは穣’

載量ampえないでも他の車輝引したり，あるは道蹴

況が悪くなる等によつて同じγkm／hrで走るときの所　　tv’

翼正昧出力が増しLとなつた場合の燃費8溶ど5なる

かを考えてみる．この場合速度は攣えないかウ護動機回

轍唄ま剰磐ず・摩ex損矯力9櫻わらな・・と’
考えてよい，すなわちLf＝五ノρ，　n＝noそこで　　　　　　嘱

　　　幽一管舞畿器…………………ゆt

　空氣抵抗が問題にならない低速度（20蜘／hr程度〉の

場合には稜動瞬の正昧所要罵力乙は

　　五＝…V・・G／・t・75　；　3・6　HP……・……一；．・④，・t

　ただし　μ7＝ころ力鞠抵i抗係藪，ηt＝　me敷牽

　　　　　σ＝櫨量走kg，γ＝行速度㎞ノhr

また摩擦損失馬力Lfは軸受等の摺動部分ゐ摩擦と補機

ρ駆動に翼する出力である：’これ等は護動機の塑式1構

造，使用する補機によづて攣化するが，普通の自動車蟄
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
動機においては鰍繍の値とし’CXのよ5な式で表わ

すことができる．　　　　　U　Q
　　Lf・　Vh｛α5δ（．一！1000）＋・・85（igtr）2｝HP’i・1…（5）、

　ただs　Vh＝”it動機のシリソダ容積l

　　　　　n＝＝獲動機の周轍r．P．m

また國産の貨物自動車で｛ま，最大積載量を積んだときの　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，t’

総重量Go　kglとシリソダ容Pt　Vh　lと．の比はほぼ一定と

なり…弐のよう1こなつている．

　　Oo＝1．72×103　Vh　　　　　　　．　’

そこでこめ値を用いることにすると最大積載量を積んで

Vkm／hrの速度で走るときの正昧所要出力恥は　　錨、

　　Lo＝　ptr・γ・1．72×103　Vh・／ηt・75・3．6　　・　　　　　　　　°

そこで普通の鋪装道路を走る場倉合を考えることにしt

　　　　　　　　　Pμノコ0・0珍とLiまドた傳導敷i率をη，＝0．9とナる。また1

寧（2）鋤車技術鰍文菓，1総2臨！自動車の燃費と1聴性鋸

t
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速度はア＝30km／hrの場合を考えることにして，この

とき獲の動旗回韓秘〔を1000r・p・mとし，これ等の値を

上述の式にそれぞれ代入すると

　　Lノ≒L4砺・L・≒2・5・V・・Vh　nnooo≒1川

となるから（3、式は二

　　曜・粂・………一・・tt－……一・・’”（6）

　　　　　Lo
そして．（4）式でわかるように一定逮麦で走る場合に，

t・，，　rit　t：一定であ福L・lt・G・｝：±1例するから⑥式

は次のように書くこともできる．

　　alrae一㌶ゴー一・・…一…一・…・………（6y

　　　　　Go
ttz最大積載量Ge。とそのときの総重量G・との關係は

小型車ではGp。’一斗Cc，程良のものが多く，普通型大

　　　　　　　　臼
型軟・・虚丑7・・轍・もの・1多・・（第1離照）

このよう．rs　e動ffzで今5眺の過荷重をasんだ場合の総

重最6は，正規の最大積載量のときの総重量Geに封し

て，小型車ではL25倍となり，普通型大型車では約L3

倍になる．これ．�i6γ式に入れるとa／aoの値はそれぞれ

0．舶およびO．8〔1となる．つまen［tコ’大積載量の50％増し

過荷重を毬むと，．．蜂負すなわちllの照で走り得る距

離は．それぞれ約11％および13％減少することがわ

かろ．しかして積伐量は1．5倍になつているから，．楡邊

敷率（kg－kml’i）lt．それぞ矛Lρ．S9　x　L5＝1．34，および

〔｝．87x1．5＝1．311音となり，増すことがわかる．また至く

同型の車に最大積載量の荷を積んでこれを引張る場含に

　r

499

は，1甕で髭る場合の約2倍の出ヵを要する筈であるか

ら．（・拭でLf・・≒・とす・…炉書蹴灘

量は壕・鵬の・倍にな・から謙遙弊峠・2・：

4／3となる．

　このよ5に道路歌況によつて走り得る速度がある値に

制限される場合には，獲動機出力が不足してその速変で

走ることができなくならないかぎり，またタイヤの負荷

能力が許すかぎり積載量を堰す程継能力㎏一km／hr、も

堵すし，轍遼敷率kg・1rm／1も堰すことになろ．前にも

述べたようにわが画において9イヤの局限にも達する荷

重で貨物自動車を使用しているのは，このような寒情に

よるものである．それで謹動機の田力の方はガソリソ，

ジーゼル車においては，現状で不足を感ずる程でもない

が，薪，炭等の代燃車では出力もかなりぎt！）ぎののとこ

ろになつているといえよう．

　これに反し歓米諸園の道路の完階したところでは1eo

k甲／hr以上の高速で走る必要上，最大積載量はわが國

のそれの孚分位にしている．しかもより高速度で走るた

めに．常に出力を増加することが要求されている．この

よ5なところでは薪，炭の代燃車は出力が不足するだけ

でも使罵に耐えないものになる．

　このように，貨物自動曄の融能力は1度に輸逡する

荷物．姫£と，道路の状況によつて非常に左右されるもの

でそれぞれの條件に毘も適した車種があるはずである．

　艮好な道路，高速度で走り得る道路は自動車の轍邊力

を培大するための第一の要件である．

　　　　　　　　　　　　　　家　盟　躍　告

臨覗　 ・…・ @　　　　　　星合正治
訓査スペクトル鷹用の進歩……・『藤森．榮二

研究・・伺・の難　｛魏鞍
　　　鐵・び・纏策　｛儒纏

（1951年．）

　L
　　　　　　　　　　第4田　　　．

第3隅　tl、型トラック．　トヨペット（トヨダ自1助車ト乗式

　　　　會示上製）　自重　1，200kg　最大債載量　1，000　kg

第4圖小型トラッv．OS－－6型（高速機關工業株式曾
　　　　産製）自重80D　kg，最大領載量750　kg，

第5岡　普ま匡型トラ“・ク．ニヅサン18〔レ型・（日産自動車

　　　　株式會購、）自重2β60㎏最大積扁最4，000k9

　　　新　年　號
　　　防振・・の噸・一一・・…｛欝1源響

　　　鑛窪騰擦とヤング率．・・｛鷺、眞会

解融現代建築の美・・…一…tt…　　池　セ　　腸
その他　速報，技術史！一ト，トピック，随筆，生研

　　　　；」一ス等
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